東京自治労連　「地域主権改革」学習会

――　民主党政権の「地域主権改革」、東京での「地域主権」と、どう闘うか　――
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　への参加について

連日のご奮闘に敬意を表します。

民主党・菅政権による「地域主権改革」は、社会保障を中心とした国基準・ナショナルミニマムを解体し、地方に責任転嫁するものです。なかでも、保育に関する「子ども・子育て新システム」は、公的保育制度を解体し、自治体の保育実施義務をなくして保育の市場化をさらに進めるものです。この「構造改革」路線への回帰と言わざるを得ない民主党の動きとどのように闘うか、都区制度改革の動きのなかで東京で「地域主権」とどのように闘うか、が秋季年末闘争、２０１１年国民春闘の重点課題となっています。

東京自治労連・各単組の運動の前進に資することを目的として学習会を開催します。各単組からの参加の組織をお願いします。

　　　　　　　　　　　　　　　　　記

１．日　　時　　１１月２９日（月）１８：３０～２０：４５

２．会　　場　　ラパスホール（東京労働会館　７階）

３．講　　師　　「地域主権改革」とどう闘うか（東京自治問題研究所　安達智則研究員）

　　　　　　「社会保障」はどうなるのか（中村重美 元世田谷区職労委員長）　

「保育分野への影響」（東京自治問題研究所　加藤久忠研究員）
４．参加対象：　
　　１）９区職労各５名以上

自治労連都庁職　５０名

その他単組複数参加　

２）東京自治労連補助組織　各２名以上。

３）東京自治労連職域部会　保育部会６名以上、　その他の部会　各２名以上

５．参加費　無料

６．連絡先　　東京自治体労働組合総連合

担当　政策社会保障部

